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今月のトップ：ＮＨＫのど自慢がやって来た！

思いっきり歌って、踊ろう！
～ＮＨＫのど自慢本選～

楽しい衣装と振り付けで「ペッパー警部」を歌った「なしっこ館」の

田中洋子さん、佐々木奈津子さん、別所直美さん
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大
ホ
ー
ル
が
、
巨
大
な
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
!?

　

７
月
10
日（
日
）、
倉
吉
未
来
中

心
大
ホ
ー
ル
で
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
の
公
開
生
放
送
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
放
送
局

開
局
75
周
年
と
倉
吉
未
来
中
心

オ
ー
プ
ン
10
周
年
を
記
念
し
た
も

の
で
、
倉
吉
市
で
の
開
催
は
、
10

年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
日
の
予
選
会
に
は
、
倉
吉
市

内
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外

か
ら
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な

２
５
０
組
が
参
加
。
ス
タ
ッ
フ
の

「
今
か
ら
、
こ
の
倉
吉
未
来
中
心
の

大
ホ
ー
ル
は
、
巨
大
な
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

い
う
声
に
、
会
場
は
一
気
に
盛
り

上
が
り
、
出
場
者
は
自
慢
の
歌
声

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
観
覧
者

の
一
人
は
、「
予
選
会
だ
け
ど
、
出

場
者
の『
歌
が
好
き
』
と
い
う
熱
意

が
ビ
シ
バ
シ
伝
わ
っ
て
き
て
、
す

ご
く
楽
し
い
。
み
ん
な
が
本
選
に

出
場
で
き
れ
ば
い
い
の
に
。
私
も

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
い
た
く
な
り
ま
し

た（
笑
）」と
興
奮
し
た
様
子
。

　

本
選
を
か
け
た
熱
唱
は
、
４
時

間
以
上
も
続
き
、
夕
方
、
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
本
選
に
出
場
す
る

20
組
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
倉
吉

市
か
ら
も
７
組
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

歌
の
チ
カ
ラ
が
そ
こ
に
あ
る

　

公
開
生
放
送
当
日
に
は
、
早
朝

か
ら
観
覧
す
る
人
の
長
い
列
が
で

き
、「
こ
ん
な
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の

は
久
し
ぶ
り
」と
い
う
声
も
。
こ
の

番
組
の
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
徳
田
章
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
司
会
を
務
め
、
歌
手
の
さ

さ
き
い
さ
お
さ
ん
と
水
森
か
お
り

日
曜
日
の
お

昼
は

や
っ
ぱ
り
、
の
ど
自
慢
！

▲  予選会の７月９日（土）、本選の７月１０日（日）の両日と

も、倉吉未来中心アトリウムには、観覧を希望する人た

ちの長い列ができた。さすがは、国民的人気番組。

がやって来た！
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▼ 運営スタッフたち。会場全体の運営や進行をスムーズに行

うだけでなく、会場を訪れた人や視聴者にとことん楽しん

でもらおうと、細やかな気配りをする。

　 　特に、予選会で２５０組、本選で２０組の伴奏をやり遂げ

た演奏スタッフには、驚嘆の声があちこちで聞かれた。ど

んなにテンポや音程が外れてしまっても、きちんと歌い手

に合わせてくれるのは、まさに神技。

▲ ささきいさおさんのパワフルな歌声とパフォーマンスは、
会場と全国のお茶の間に、勇気と元気を与えてくれた。

▲ 水森かおりさんの輝くような笑顔に、みんながうっとり。
中央は、「松島紀行」を歌った牧田嘉

よ し こ

子さん

▲ （中）本番前には、石田市長もス
テージで歓迎のあいさつ。

緊張あり、笑いあり、
歓声あり―。

▲ 「足手まとい」を歌った平野辰
広さん

▲ 「明日があるさ」を歌った井上
光紀さん

▲ 「愛のままで…」を歌った大嶋
明美さん

▲ 「かもめが翔んだ日」を歌った
吉田直美さん

【出場者の声】

「望郷列車」を熱唱した

相見 和臣さん

　「以前、地域の老人クラブで、

倉吉未来中心を見学した時、

大ホールのステージに立ち、

『これだけ大きな舞台で歌った

ら、さぞ気持ちがいいだろう』

と思ったのが、今回、のど自

慢に応募したきっかけです。

　『望郷列車』は、好きな歌で

すし、東日本大震災で故郷の

東北地方を思いやる人たちの

心情に寄り添うことができる

歌なのではないかと思い、選

びました。

　緊張はしませんでしたが、

たくさんの応募者の中から選

んでもらい、良い思い出にな

りました」

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
出
演
。

　

午
後
０
時
15
分
、
会
場
全
体
が

大
き
な
緊
張
と
期
待
に
包
ま
れ
る

中
、
軽
や
か
な
鐘
の
音
と
と
も
に

生
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

20
組
の
出
場
者
は
、
思
い
入
れ
が

あ
る「
と
っ
て
お
き
」
の
歌
を
、
明

る
く
楽
し
く
、
あ
る
い
は
切
な
く

し
っ
と
り
と
歌
い
上
げ
、
歌
い
終

わ
る
た
び
に
、
ス
テ
ー
ジ
や
客
席

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
徳
田
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
や
ゲ
ス
ト
と
の
や
り
と
り
も

軽
妙
で
、
時
に
は
、
会
場
全
体
が

爆
笑
の
渦
に
。
45
分
間
の
放
送
で

倉
吉
の「
元
気
」
を
全
国
の
お
茶
の

間
に
し
っ
か
り
届
け
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の
さ
さ
き
さ
ん
と
水
森

さ
ん
の
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
た
す
べ
て
の
人
の
熱
唱

に
、
心
を
打
た
れ
、
元
気
が
湧
い

た
２
日
間
で
し
た
。

―
歌
の
チ
カ
ラ
を
実
感
で
き
る

素
敵
な
番
組
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。　

　


